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一
、
は
じ
め
に

法
然
上
人
（
以
下
、
祖
師
の
敬
称
を
略
す
）
は
、
善
導
の
「
一
心
専
念
の
文
」
を
拠
り
所
に
浄
土

宗
を
開
宗
さ
れ
た
。
法
然
が
提
示
し
た
教
え
は
、
凡
夫
が
念
仏
一
行
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
に
救
済
さ

れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
は
穢
土
で
悩
み
苦
し
む
凡
夫
を
済
度
す
る
救
済
者
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
と
凡
夫
は
救
済
者
と
被
救
済
者
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
法
然
が
阿
弥
陀
仏

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
筆
者
自
身
、
い
く
つ
か
論
考
を
発
表
し
て
き
た

（
１
）

。 

法
然
の
説
く
仏
身
論
に
は
、
三
身
即
一
論
と
仏
格
論
（
報
身
論
）
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
石
井

教
道
氏
は
、
前
者
を
三
身
同
体
論
、
後
者
を
三
身
別
体
論
と
呼
称
し
て
い
る

（
２
）

。
法
然
の
説
く
仏
身
論

は
、
①
『
無
量
寿
経
釈
』、
②
『
逆
修
説
法
』
一
七
日
、
③
『
逆
修
説
法
』
四
七
日
、
④
『
選
択
集
』

第
三
章
等
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
①
は
阿
弥
陀
仏
の
仏
格
が
報
身
で
あ
る
こ
と
を
説
明

す
る
も
の
で
あ
り
、
②
は
真
化
二
身
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
③
は
三
身
論

を
説
く
も
の
で
あ
る
が
、
別
稿
で
指
摘
し
た
通
り
前
半
部
分
が
内
証
に
三
身
を
具
足
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
半
部
分
は
三
身
の
説
明
で
あ
る

（
３
）

。
④
は
内
証
に
三
身
を
具
足
す
る
こ

と
を
説
く
も
の
で
あ
る
。

法
然
の
阿
弥
陀
仏
観
を
考
察
す
る
上
で
問
題
と
な
る
の
は
、
報
身
と
い
う
仏
格
を
ど
の
よ
う
に
理

解
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
報
身
は
酬
因
感
果
身
と
い
う
言
葉
で
説
明
さ
れ
る
が
、
三
身
論

の
中
で
説
か
れ
る
以
上
、
法
身
と
の
関
係
に
つ
い
て
ど
う
定
義
す
る
の
か
と
い
う
問
題
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
生
じ
る
こ
と
に
な
る

（
４
）

。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
報
身
と
い
う
仏
身
の
有
す
る
特
徴
を
考
え
る

上
で
も
重
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
法
然
は
阿
弥
陀
仏
を
報
身
も
し
く
は
真
身
と
定
義
す
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
法
身
の
阿
弥
陀
仏
を
説
く
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
お
よ
そ
仏
で
あ
る
以
上
、
真
如
法
身

と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
そ
こ
の
部
分
を
法
然
が
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
は
、
き
ち

ん
と
整
理
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
が
内
証
外
用
論
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
論
考
を
発
表
し
て
き
た

の
は
、
そ
の
問
題
の
答
え
を
示
し
阿
弥
陀
仏
の
特
徴
を
よ
く
説
明
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
今
回
は
、そ
う
い
っ
た
問
題
意
識
の
も
と
で
法
然
の
阿
弥
陀
仏
観
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
、
報
身
に
つ
い
て

仏
身
論
及
び
報
身
に
関
す
る
論
考
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
山
口

益
氏
の
、「「
如
来
」
に
つ
い
て
―
―
特
に
報
身
の
意
味
に
関
し
て
―
―
」
と
い
う
論
考
で
あ
る
。
山

口
氏
は
、
正
覚
を
成
就
し
た
仏
陀
が
、
説
法
す
る
如
来
と
な
っ
た
こ
と
に
着
目
し
て
、

仏
陀
（buddha

・
目
覚
め
た
る
者
）
と
は
、真
実
に
目
覚
め
て
、真
実
の
世
界
（tathatā

・
真
如
）

に
到
達
し
た
者
・
真
実
の
世
界
に
去
っ
て
行
っ
た
者
（tathāgata

→tathā+gata

・
如
去
）

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
如
来
と
は
、
仏
陀
・
如
去
と
し
て
真
実
の
世
界
に
去
っ
て
行
っ
た
者
と

い
う
意
味
と
は
逆
に
、
真
実
の
世
界
よ
り
来
生
し
た
る
者
（tathāgata

→tathā+āgata

）
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
正
覚
を
成
就
せ
る
仏
陀
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
迷
妄
（
凡
夫
）

の
世
界
か
ら
真
実
（
仏
）
の
世
界
へ
如
去
し
た
と
い
う
往
相
的
な
動
向
を
、
ま
た
、
説
法
を
開

始
せ
る
如
来
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
、
真
実
の
世
界
か
ら
迷
妄
の
世
界
へ
如
来
し
た
と
い
う
還

相
的
な
動
向
を
示
し
て
い
る

（
５
）

。

と
述
べ
て
い
る
。
山
口
氏
は
、「
如
去
」
と
「
如
来
」
と
い
う
語
に
着
目
し
て
、
仏
に
は
真
如
を
悟

る
と
い
う
側
面
と
真
如
よ
り
来
た
り
て
法
を
説
く
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
如
去
の
智
慧
が
如
来
の
大
悲
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
さ
ら
に
釈
尊
が
悟

り
を
得
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
即
座
に
説
法
を
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
単
に
理
解
す
る
人
が
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少
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
絶
対
的
な
勝
義
真
実
が
、
相
対
的
な
俗
世
間
に
あ
ら
わ
し
出
さ
れ

る
こ
と
へ
の
自
己
矛
盾
に
対
す
る
絶
望
で
あ
る
と
し
て
い
る

（
６
）

。
つ
ま
り
、
不
可
言
説
の
悟
り
の
世
界

を
言
語
化
す
る
こ
と
に
対
す
る
矛
盾
が
正
覚
後
の
釈
尊
の
苦
悩
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
沈
黙
を
破
ら
せ
た
の
が
一
切
衆
生
の
済
度
の
た
め
に
説
法
を
し
て
ほ
し
い

と
い
う
梵
天
の
勧
請
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、釈
尊
は
如
去
か
ら
如
来
へ
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
山
口
氏
は
、

智
慧
の
真
実
が
大
悲
の
説
法
と
な
っ
て
相
対
的
な
世
俗
に
あ
ら
わ
し
出
さ
れ
世
俗
的
と
な
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ　

凡
夫
の
救
済
が
実
現
さ
れ
て
い
く
あ
り
方
が
、
方
便
（upāya

・

近
づ
く
）
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仏
の
体
得
せ
ら
れ
た
智
慧
（
無
分
別
智
・
勝
義
諦
）
が
、
衆
生
済

度
の
慈
悲
（
清
浄
世
間
智
・
世
俗
諦
）
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
を
表
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
山
口
氏
は
報
身
・
受
用
身
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ま
こ
と
に
、
報
身
・
受
用
身
と
は
、
正
覚
の
智
慧
が
大
悲
の
説
法
と
な
っ
て
展
開
せ
ん
と
す
る
、

す
な
わ
ち
、
仏
陀
が
如
来
と
な
っ
て
展
開
し
、
説
法
を
も
っ
て
、
一
切
衆
生
を
救
済
せ
ず
に
は

お
か
な
い
と
い
う
智
慧
の
意
志
・
約
束
・
本
願
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
切
の
自
己
矛
盾
を
あ
え

て
お
か
し
て
も
、
そ
う
せ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
仏
陀
の
苦
悩
そ
の
も
の
で
あ
り
、
仏
陀
が
如

来
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
の
深
い
意
味
が
、
こ
の
報
身
・
受
用
身
と
い
う
い
い
方
の
上
に
見
ら

れ
る
の
で
あ
る

（
７
）

。

こ
こ
で
は
、
智
慧
（
無
分
別
智
・
勝
義
諦
）
が
、
衆
生
済
度
の
慈
悲
（
清
浄
世
間
智
・
世
俗
諦
）

と
し
て
展
開
す
る
根
拠
に
仏
の
智
慧
の
意
志
及
び
本
願
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

論
考
か
ら
報
身
と
は
、
体
得
し
た
不
可
言
説
の
智
慧
の
境
界
を
衆
生
済
度
の
た
め
に
可
言
説
と
い
う

形
に
よ
っ
て
凡
夫
に
提
示
す
る
仏
身
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
う
い
っ
た
仏
身
の
展
開
は
、『
大
智
度
論
』
や
『
法
華
文
句
』
な
ど
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。『
大

智
度
論
』
二
一
に
は
、

如
法
相
解
如
法
相
説

（
８
）

と
あ
り
、
仏
と
は
「
法
相
の
如
く
解
し
（
如
去
）、
法
相
の
如
く
説
く
（
如
来
）」
と
い
う
存
在
で
あ

る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

ま
た
智
顗
は
『
法
華
文
句
』
第
九
下
に
お
い
て
、
久
遠
実
成
の
釈
尊
が
説
か
れ
る
『
法
華
経
』
寿

量
品
を
釈
し
、
三
身
を
説
明
す
る
中
で
報
身
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

法
如
如
智
。乘
於
如
如
眞
實
之
道
來
成
妙
覺
。智
稱
如
理
。從
理
名
如
從
智
名
來
。即
報
身
如
來
。

故
論
云
。
如
法
相
解
故
名
如
來
也
。
以
如
如
境
智
合
故
。
即
能
處
處
示
成
正
覺
。
水
銀
和
眞
金
。

能
塗
諸
色
像
。
功
徳
和
法
身
。
處
處
應
現
往
。
八
相
成
道
轉
妙
法
輪
。
即
應
身
如
來
。
故
論
云
。

如
法
相
説
故
名
如
來
也

（
９
）

。

報
身
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
法
如
々
の
智
に
よ
り
如
々
真
実
の
道
に
乗
じ
て
妙
覚
を
成
ず
る
に
、
智

は
如
の
理
に
か
な
う
」
と
し
、
さ
ら
に
「
理
に
従
え
て
如
と
名
づ
け
、
智
に
従
え
て
来
と
名
づ
く
る

は
即
ち
報
身
の
如
来
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
智
が
如
の
理
に
か
な
い
（
理
智
不
二
）、
そ
の
境
界

よ
り
来
る
こ
と
を
も
っ
て
報
身
と
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
こ
で
は
「
如
去
」
と
「
如
来
」
の
語
を

用
い
て
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
報
身
は
「
如
去
」
と
「
如
来
」
の
両
方
の
性
格
を
兼
ね
備
え
た
仏
身
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。

法
然
は
、『
逆
修
説
法
』
六
七
日
に
お
い
て
「
如
来
と
は
、
如
実
の
法
に
乗
じ
て
、
来
た
ま
え
る

故（
（（
（

」
と
述
べ
、
如
来
を
如
実
の
法
よ
り
来
た
る
も
の
と
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
筆
者
は
、
語
が
異
な

る
も
の
の
「
如
去
」
と
「
如
来
」
を
言
い
表
し
て
い
る
の
が
法
然
の
「
内
証
・
外
用
」
論
で
あ
る
と

考
え
る
の
で
以
下
、
そ
の
点
に
留
意
し
つ
つ
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、
法
然
の
説
く
阿
弥
陀
仏

法
然
は
、『
逆
修
説
法
』
六
七
日
に
お
い
て
「
娑
婆
の
外
に
極
楽
あ
り
、
我
が
身
の
外
に
阿
弥
陀

仏
ま
し
ま
す
と
説
き
て
、
此
の
界
を
厭
い
、
彼
の
国
に
生
じ
て
無
生
忍
を
得
ん
と
の
旨
を
明
か
す
な

り（
（（
（

」
と
述
べ
、「
娑
婆
即
浄
土
・
己
心
の
弥
陀
」
を
否
定
し
、
娑
婆
は
穢
土
で
あ
り
阿
弥
陀
仏
は
救

済
者
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
法
然
の
極
楽
及
び
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
基
本

的
な
捉
え
方
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
『
逆
修
説
法
』
六
七
日
に
お
い
て
は
、「
相
好
の
功
徳
は
仏
の

六
根
も
、
凡
夫
の
六
根
、
眼
耳
鼻
舌
身
意
は
同
じ
物
な
り
。
但
し
仏
の
六
根
は
勝
れ
、
凡
夫
の
六
根

は
劣
る
ば
か
り
也（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
仏
に
六
根
が
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
六
根
が
「
仏
―

勝
、
凡
夫
―
劣
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
法
然
は
仏
と
し
て
説
明
し
て
い
る
が
、
前
後
の
文

脈
か
ら
み
て
そ
れ
が
阿
弥
陀
仏
を
指
す
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
阿
弥
陀
仏
と
は
自
己

の
中
に
内
在
す
る
仏
で
は
な
く
、
極
楽
浄
土
に
存
在
す
る
救
済
者
で
あ
り
、
凡
夫
を
超
越
し
た
六
根

を
有
す
る
の
で
る
。
阿
弥
陀
仏
は
、
凡
夫
を
超
越
し
た
眼
耳
鼻
舌
身
意
を
有
す
る
故
に
救
済
者
と
し

て
の
人
格
的
対
応
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
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中
国
に
お
い
て
は
、
阿
弥
陀
仏
に
つ
い
て
浄
影
寺
慧
遠
等
の
諸
師
が
仏
格
を
応
身
と
し
た
の
に
対

し
て
、
道
綽
は
『
安
楽
集
』
第
一
大
門
に
お
い
て
「
現
在
の
彌
陀
は
是
れ
報
佛
、
極
楽
寶
荘
嚴
國
は

是
れ
報
土
な
り
。
―
中
略
―
今
大
乗
同
性
経
に
依
り
て
報
化
淨
穢
を
弁
定
せ
ば
、
彼
の
經
に
云
は
く

淨
土
の
中
に
成
佛
す
る
は
悉
く
是
れ
報
身
な
り
。
穢
土
の
中
に
成
佛
す
る
は
悉
く
是
れ
化
身
な
り（

（（
（

」

と
述
べ
て
、浄
土
で
の
成
仏
は
報
身
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、善
導
も『
観
経
疏
』に
お
い
て「
大

乗
同
性
經
に
説
く
が
ご
と
し
。
西
方
安
樂
阿
彌
陀
佛
は
是
れ
報
佛
報
土
な
り
と
。
又
無
量
壽
經
云
く
、

法
藏
比
丘
在
、
世
饒
王
佛
の
所
に
ま
し
ま
し
て
、
菩
薩
道
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
四
十
八
願
を
發
し
、

一
一
に
願
じ
て
言
く
、
若
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
十
方
の
衆
生
我
が
名
號
を
稱
し
て
我
が
國
に
生

ぜ
ん
と
願
じ
て
下
十
念
に
至
る
ま
で
若
し
生
ぜ
ず
ん
ば
正
覚
を
取
ら
じ
と
。今
既
に
成
佛
し
た
ま
ふ
、

即
ち
是
れ
酬
因
の
身
也（

（（
（

」 

と
述
べ
て
、
阿
弥
陀
仏
は
四
十
八
願
を
建
て
そ
の
願
を
成
就
し
た
酬
因
の

身
で
あ
り
報
身
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
道
綽
・
善
導
は
共
に
阿
弥
陀
仏
の
仏
格
を
報
身
と
定
義
す
る

の
で
あ
る
。
法
然
は
仏
格
論
に
つ
い
て
は
、
こ
う
い
っ
た
道
綽
・
善
導
の
教
え
を
継
承
し
て
い
る
が
、

阿
弥
陀
仏
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
は
独
自
の
論
も
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【『
無
量
寿
経
釈
』
の
説
示
】

『
無
量
寿
経
釈
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

法
身
ト

者
如
常
。報
身
ト

者
、報
テ二

萬
行
因
ニ一

所
ノ二

感
得
ス一
ル

之
萬
徳
身
也
。布
テレ

髪
掩
レ
泥
之
功
感
ジ二

紺

瑠
璃
頂
ヲ一

、
流
シレ

血
ヲ

割
レ
肉
ヲ

之
勣
メ

得
二
紫
磨
金
ノ

膚
ヲ一

。
代
シレ

离
ニ

之
慈
不
シレ
テ

空
カ
ラ

、
卑
ク

得
二
鵝

王
之
相
ヲ一

、
代
シレ

獸
ニ

之
非
ニ

有
テレ

誠
、
速
ニ

感
ズ二

鹿
王
之
膊
ヲ一

。
破
テレ

腦
ヲ

治
シ二
ガ

他
病
ヲ一

故
ニ

今
成
ル二

醫

王
中
ノ

大
醫
王
ト一

、
施
テレ

肉
ヲ

與
シ二
ガ

商
人
ニ一

故
ニ

今
成
ル二

船
師
中
ノ

大
船
師
ト一

。
施
ス二

燈
燭
ヲ一

故
ニ

成
ル二

光

明
無
量
ノ

佛
ト一

、
斷
ガ二

殺
生
ヲ一

故
ニ

成
ル二

寿
命
無
量
ノ

聖
ト一

。
以
テレ

寶
與
カレ
バ

人
ニ

故
ニ

成
ル二

衆
寶
國
土
之

主
ト一

、
以
テレ

床
ヲ

施
テレ

人
ニ

故
ニ

得
タ二
リ

大
寶
華
王
之
座
ヲ一

。布
施
ヲ

爲
シ二
テ

庫
藏
ト一

收
二
百
福
荘
嚴
之
財
ヲ一

、

持
戒
ヲ

爲
シ二
テ

良
田
ト一

下
ス二

三
菩
提
之
種
子
ヲ一

。着
テ二

忍
辱
ノ

鎧
ヲ一

固
ク

戰
ヒ二

魔
王
之
十
軍
ト一

、
乘
テ二

精
進
ノ

駿
馬
ニ一

早
ク

超
二
嶮
難
之
六
道
ヲ一

。
以
テ二

静
慮
ノ

利
釼
ヲ一

裁
キ二
リ

結
使
ノ

首
ヲ一

、
以
二
禪
定
ノ

深
水
ヲ一

洗
ヒ二

諸

欲
ノ

垢
ヲ一

、
以
テ二

智
慧
ノ

船
筏
ヲ一

渡
リ

二
生
死
ノ

大
海
ヲ一

、
挑
テ二

般
若
ノ

明
燈
ヲ一

、
照
ス二

無
明
長
夜
ヲ一

。
凡
ソ

酬
テ二

萬
行
ノ

因
ニ一

感
コ二
ト

萬
徳
ノ

果
ヲ一

、
依
因
感
果
如
二
華
ノ

結
ガ一

レ
果
ヲ

。
酬
テレ

業
招
クレ

報
ヲ

、
似
タ二
リ

響
ノ

應
ズ一

レル
ニ

聲
ニ

、
是
則
チ

酬
テ二

法
蔵
比
丘
實
修
ノ

萬
行
ニ一

、
彌
陀
如
来
得
玉二
ヘ
ル

實
證
ノ

萬
徳
ヲ一

報
身
如
来

也
。
次
ニ

應
身
ト

者
、
始
終
應
同
ノ

身
也（

（（
（

法
身
と
応
身
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
「
法
身
と
は
常
の
如
し
」「
応
身
と
は
始
終
応
同
の
身
」
と

述
べ
る
の
み
で
あ
る
。『
無
量
寿
経
』
の
法
蔵
菩
薩
の
成
仏
が
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
と
い
う
説
示
に
基

づ
き
、
阿
弥
陀
仏
が
報
身
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
報
身
と
は
、
前
因
に
報
い
て
感
得

す
る
と
こ
ろ
の
身
で
あ
る
と
さ
れ
、「
紺
瑠
璃
頂
・
紫
磨
金
膚
・
鵝
王
之
相
・
鹿
王
之
膊
」
と
い
う

特
徴
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
髪
の
施
し
・
血
肉
の
施
し
・
鳥
と
な
っ
て
の
命
の
施
し
・
獣
と
な
っ
て
の
命

の
施
し
」
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
病
を
治
し
た
故
に
「
医
王
中
の
大
医
王
」

と
称
さ
れ
、
商
人
を
助
け
た
故
に
「
船
師
中
の
大
船
師
」
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
は
、
灯
を

施
し
た
故
に
「
光
明
無
量
の
仏
」
と
な
り
、
殺
生
を
断
っ
た
故
に
「
寿
命
無
量
の
聖
」
と
な
っ
た
こ

と
や
、
布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧
等
を
修
し
た
結
果
、
悟
り
を
得
た
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
法
然
は
、
阿
弥
陀
仏
の
出
発
点
を
法
蔵
比
丘
と
捉
え
、
そ
の
法
蔵
比
丘

が
実
修
の
万
行
に
報
い
、
実
証
の
万
徳
を
得
た
の
が
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
と
し
、
報
身
如
来
で
あ
る
と

す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
法
身
と
応
身
に
つ
い
て
ふ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
は

阿
弥
陀
仏
の
仏
格
を
報
身
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
形
と
し
て
は
法
身
・
報
身
・
応
身
の
語

が
み
え
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
相
即
関
係
を
説
く
も
の
で
は
な
く
、
説
か
れ
て
い
る
の
は
阿
弥
陀
仏

報
身
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
法
蔵
比
丘
→
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
過
程
で
、
報
身
の
阿
弥
陀
仏
を
説

明
す
る
も
の
で
あ
り
、「
迷
」
か
ら
「
如
来
」
へ
の
展
開
を
説
く
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

【『
逆
修
説
法
』
一
七
日
の
説
示
】

『
逆
修
説
法
』
一
七
日
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

経
論
ノ

之
中
ニ

、説
ニ二

佛
ノ

功
徳
ヲ一

有
二
無
量
ノ

身
一
。或
ハ

惣
シ
テ

説
キ二

一
身
ヲ一

、
或
ハ

別
シ
テ

説
キ二

二
身
ヲ一

、

或
ハ

説
二
三
身
ヲ一

、
或
説
ク二

四
身
ヲ一

、
乃
至
華
嚴
經
ニ
ハ

説
ケ二
リ

十
身
ノ

功
徳
ヲ一

。
今
且
ク

以
テ二

眞
身
化
身

之
二
身
ヲ一

、
奉
ルレ

讃
二
歎
シ

彌
陀
ノ

之
功
徳
ヲ一

。
分
コ二
ト

此
ノ

眞
化
二
身
ヲ一

、
見
タ二
リ

于
雙
卷
經
ノ

三
輩
ノ

文
ノ

中
ニ一

。先
ツ

眞
身
ト

者
、眞
實
ノ

之
身
也
。彌
陀
因
位
ノ

之
時
、於
テ二

世
自
在
王
佛
ノ

所
一
、
發
シ二
下
フ
テ

四
十
八
願
ヲ一

之
後
、
兆
載
永
劫
ノ

之
間
、
修
シ二
テ

布
施
持
戒
忍
辱
精
進
等
ノ

之
六
度
萬
行
ヲ一

、
而
所
ノレ

顯
下
ヘ
ル

之
修
因
感
果
之
身
也
。
觀
經
ニ

説
テ

云
ク

、
其
身
六
十
萬
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
ナ
リ

、
眉

間
ノ

白
毫
右
ニ

旋
レ
リ

、
如
シ二

五
須
彌
山
一
。
其
ノ

一
ノ

須
彌
山
ノ

高
サ

、
出
レ
海
入
レ
海
各
々
八
萬
四
千

由
旬
也
。
又
青
蓮
慈
悲
ノ

眼
ハ

如
二
四
大
海
水
ノ一

、青
白
分
明
也
。
自
リ二

身
ノ

諸
ノ

毛
孔
一
放
ツ二

光
明
ヲ一

、

如
シ二

須
彌
山
ノ一

。
頂
ニ

有
二
旋
レ
ル

圓
光
一
、
如
シ二

百
億
三
千
大
千
世
界
ノ一

。
如
レ
是
一
有
二
八
萬
四
千
ノ

相
一
、一
一
ノ

相
ニ

各
有
二
八
萬
四
千
ノ

好
一
、一
一
好
ニ

有
二
八
萬
四
千
ノ

光
明
一
。其
ノ

一
ノ々

光
明
遍
ク

照
二
十
方
世
界
ヲ

一
、
念
佛
ノ

衆
生
ヲ

攝
取
シ
テ

不
レ
捨
下
ハ

、
身
色
ハ

如
シ二

夜
摩
天
ノ

閻
浮
檀
金
ノ

色
ノ一

。

云
々
是
レ

不
レ
限
二
彌
陀
一
佛
ニ一

、一
切
諸
佛
皆
金
ノ

色
也
。
諸
色
ノ

中
ニ
ハ

以
テ二

白
色
ヲ一

爲
レ
本
ト一

故
ニ

、

雖
レ
可
ト二

佛
ノ

色
モ

白
色
ナ一
ル

、
其
色
尚
ヲ

損
ス
ル

色
也
。
但
有
テ二

黄
金
ノ一
ミ

不
變
ノ

色
也
。
是
ノ

故
ニ

十
方
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四

三
世
一
切
ノ

諸
佛
、皆
爲
レ
顯
カ二

常
住
不
變
ノ

相
ヲ一

、現
下二
ヘ
ル

黄
金
ノ

色
ヲ一

也
。是
レ

觀
佛
三
昧
經
ノ

意
也
。

但
シ

眞
言
宗
ノ

中
ニ

有
リ二

五
種
ノ

法
一
。
其
ノ

本
尊
ノ

身
色
、
随
テレ

法
各
別
ナ
リ

。
然
ト
モ

而
時
暫
時
方
便

之
化
色
也
、非
二
佛
ノ

本
色
ニ一
ハ

矣
。是
ノ

故
ニ

造
ク二
ル
ニ

佛
像
ヲ一

雖
レ
非
ス三
ト

白
檀
縁
色
ハ

不
ルレ
ニ

得
二
功
徳
一
、

造
ル二
ハ

金
色
ニ一

者
、
即
決
定
往
生
ノ

業
因
也
。
即
ノ

生
乃
至
三
生
ニ

必
ス

得
ト二
云
ヘ
リ

往
生
ヲ一

、
是
レ

彌
陀

如
來
眞
身
之
功
徳
ナ
リ

、
存
ルレ
コ
ト

略
ヲ一

如
シレ

斯
ノ一

次
ニ

化
身
ト

者
、
無
ニ
シ
テ

而
欻
チ

有
ナ
ル
ヲ

云
フレ

化
ト一

者
、

随
ヒレ

機
ニ

應
レ
時
ニ

現
二
身
量
ヲ一

大
小
不
同
ナ
リ

。
經
ニ

云
、
現
シ二
テ

大
身
ヲ一

滿
チ二

虚
空
ノ

中
ニ一

、
或
現
シ二
テ

小
身
ヲ一

丈
六
八
尺
ナ
リ
ト

。
就
テ二

化
佛
ニ一

有
リ二

多
種
一
。
先
ツ

圓
光
ノ

化
佛
ト

者
、經
ニ

云
ク

、
於
テ二

圓
光
ノ

中
ニ一

有
リ二

百
萬
億
那
由
他
恒
河
沙
ノ

化
佛
一
、一
一
ノ

化
佛
衆
多
無
數
ノ

化
菩
薩
ヲ

以
テ

爲
二

眷
屬
ト一

。

次
ニ

攝
取
不
捨
ノ

化
佛
ト

者
、光
明
遍
照
十
方
世
界
念
佛
衆
生
攝
取
不
捨
ト

者
、是
レ

眞
佛
ノ

攝
取
也
。

此
ノ

外
ニ

有
二
化
佛
攝
取
一
也
。
三
十
六
萬
億
ノ

化
佛
各
與
二
眞
佛
一
共
ニ

攝
二
取
シ
下

十
方
世
界
ノ

念

佛
ノ

衆
生
ヲ一

也
。
次
ニ

来
迎
引
接
ノ

化
佛
ト

者
、九
品
ノ

来
迎
ニ

各
々
有
二
化
佛
一
、随
テレ

品
ニ一

有
二
多
少（

（（
（

一
。

真
化
の
二
身
を
説
く
こ
と
は
『
無
量
寿
経
』
に
基
づ
く
も
の
と
し
た
上
で
、『
観
無
量
寿
経
』
の

真
身
観
の
説
示
を
用
い
て
阿
弥
陀
仏
の
相
好
と
光
明
摂
取
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
真
身
と
は
真

実
の
身
で
あ
り
、
四
十
八
願
を
発
し
た
後
に
、
兆
載
永
劫
の
間
六
度
万
行
の
修
行
を
行
い
そ
れ
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
修
因
感
果
身
」
で
あ
る
と
す
る
。
化
身
に
つ
い
て
は
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
て

に
わ
か
に
出
現
す
る
身
で
あ
る
と
し
、『
観
無
量
寿
経
』
に
基
づ
き
円
光
の
化
仏
、
摂
取
不
捨
の
化

仏
、
来
迎
引
摂
の
化
仏
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
内
、
摂
取
不
捨
の
化
仏
の
箇
所
で
は
「
光

明
遍
照
十
方
世
界
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
を
真
仏
の
摂
取
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
説

示
か
ら
真
化
二
身
論
は
、
阿
弥
陀
仏
の
真
身
が
「
本
願
成
就
（
身
）」
で
あ
り
、「
光
明
摂
取
（
身
）」

で
あ
り
「
来
迎
引
摂
（
身
）」
と
い
う
救
済
作
用
を
有
す
る
こ
と
を
説
き
、化
身
の
作
用
と
し
て
「
光

明
摂
取
」
と
「
来
迎
引
摂
」
を
説
い
て
い
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
引
用
し
た
『
無

量
寿
経
釈
』
の
報
身
の
定
義
と
『
逆
修
説
法
』
一
七
日
の
真
身
の
定
義
自
体
は
、
本
願
成
就
を
示

す
も
の
で
あ
り
根
本
的
に
相
違
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
真
化
二
身
論
に
お
い
て
は
、

四
十
八
願
の
建
立
や
そ
の
後
の
兆
載
永
劫
の
修
行
等
を
あ
げ
る
な
ど
阿
弥
陀
仏
独
自
の
あ
り
方
を
説

明
し
て
い
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀
仏
の
三
様
態
（
本
願
成
就
・
光
明
摂
取
・
来
迎
引
接
）
が
示
さ
れ
お

り
、
救
済
作
用
を
説
く
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
。『
逆
修
説
法
』
一
七
日
で
は
、
こ
の
説
示

の
後
に
来
迎
引
接
に
つ
い
て
詳
し
く
説
か
れ
る
こ
と
も
そ
れ
を
表
し
て
い
る（

（（
（

。

【『
逆
修
説
法
』
四
七
日
の
説
示
】

『
逆
修
説
法
』
四
七
日
に
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

（
Ａ
）
佛
ニ

有
マ二
ス

惣
別
ノ

二
功
徳
一
。
先
ツ

惣
ト

者
、
四
智
三
身
等
ノ

功
徳
也
。
一
切
ノ

諸
佛
ハ

内
證

等
ク

具
シ
テ

一
佛
モ

無
異
故
ニ

、諸
経
ノ

中
ニ

説
ニ二

佛
ノ

功
徳
ヲ一

、惣
シ
テ

不
レ
説
二
内
證
ノ

功
徳
ヲ一
ハ

、
唯
別
シ
テ

説
ク二

外
用
ノ

功
徳
ヲ一

也
。（
Ｂ
）
雖
レ
爾
ト

爲
ニ二

善
根
成
就
ノ一

、三
身
ノ

功
徳
如
クレ

形
ノ

可
シレ

奉
ルレ

説
キ

。

（
Ｃ
）
先
ツ

法
身
ト

者
、
是
レ

無
相
甚
深
之
理
ナ
リ

也
。
一
切
ノ

諸
法
畢
竟
空
寂
ナ
ル
ヲ

即
名
ク二

法
身
ト一

。

次
ニ

報
身
ト

者
非
ス二

別
物
ニ一

、解
リ二

知
ル

彼
ノ

無
相
之
妙
理
ヲ一

智
惠
ヲ

名
ル二

報
身
ト一
ハ

也
。所
知
ヲ
ハ

名
ケ二

法

身
ト一

、
能
知
ヲ
ハ

名
二
報
身
ト一

也
。
此
ノ

法
報
之
功
徳
周
二
遍
セ
リ

法
界
ニ一

、
無
レ
不
云三
コ
ト

周
二
遍
菩
薩
二

乗
ノ

之
上
ヘ

、
乃
至
六
趣
四
生
之
上
ニ一
モ

矣
。
次
ニ

應
身
ト

者
、
爲
三
濟
二
度
セ
ン
カ

衆
生
ヲ一

、
於
テ二

無
際

限
ノ

中
ニ一

示
シ二

際
限
ヲ一

、
於
テ二

無
功
用
ノ

中
ニ一

現
シ二

功
用
ヲ一

給
ヘ
ル

也
。
凡
ソ

於
テ二
ハ

其
ノ

佛
ノ

功
徳
ニ一

者
、
等

覺
無
垢
ノ

菩
薩
ス
ラ

、
則
非
ス二

其
ノ

覺
知
ノ

之
境
界
ニ一

、
況
ヤ

薄
地
ノ

凡
夫
ヲ
ヤ

乎（
（（
（

。

【（
Ａ
）（
Ｂ
）（
Ｃ
）
は
筆
者
が
挿
入
し
た
】

こ
こ
で
説
か
れ
る
三
身
論
で
は
、（
Ａ
）
の
部
分
に
お
い
て
内
証
の
三
身
を
説
き
、（
Ｃ
）
の
部
分

に
お
い
て
は
三
身
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
を
し
て
い
る
。
一
見
す
る
と
一
般
的
な
仏
の
三
身
即
一
と
三
身

そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
の
よ
う
に
解
せ
ら
れ
る
が
、三
身
具
足
は
あ
く
ま
で
も
内
証
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
身
論
は
、
別
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
（
Ａ
）
を
三
身
同
体
論
、（
Ｃ
）
を
三
身
別
体

論
と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る（

（（
（

。

（
Ａ
）
の
内
容
は
、　

総
＝
内
証
―
四
智
・
三
身
―
諸
仏
平
等

別
＝
外
用
―
仏
の
個
別
性

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
証
と
は
「
所
証
の
理
（
内
な
る
悟
り
）」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
外
用
と
は
「
摂
化
利
生

の
用
（
救
済
作
用
）」
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
法
然
の
三
身
同
体
論
（
三
身
即
一
）
が

単
に
「
三
身
を
具
足
す
る
」
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、「
内
証
に
三
身
を
具
足
す
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る（

（（
（

。
法
然
は
仏
の
平
等
性
を
内
証
（
証
果
）
に
み
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
通
常
説
か
れ
る
「
四
智
・
三
身
」
は
差
別
相
・
差
別
智
及
び
救
済
作
用
が
含
ま
れ
る
こ
と
か

ら
内
証
に
限
定
す
る
こ
と
が
適
切
か
否
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
、

別
稿
に
お
い
て
論
疏
等
に
お
い
て
「
四
智
・
三
身
」
を
い
わ
ゆ
る
一
体
的
に
法
身
的
な
意
味
で
捉
え

る
と
い
う
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
の
「
四
智
・
三
身
」
は
仏
の
所
証
の
理
（
理
智
不
二
）

を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た（

（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
内
証
に
四
智
・
三
身
が
説
か
れ
る

も
の
の
、内
証
を
「
所
証
の
理
」
と
定
義
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

前
述
し
た
「
如
去
」
と
「
如
来
」
を
用
い
て
、
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五

内
証
＝
所
証
の
理
＝
如
去

外
用
＝
摂
化
利
生
の
用
＝
如
来

と
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。「
内
証
」と「
外
用
」は
語
が
異
な
る
も
の
の
、仏
の「
如
去
」と「
如

来
」
の
側
面
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、無
分
別
智
の
境
界
（
内
証
）
に
入
っ

た
こ
と
と
、そ
こ
よ
り
衆
生
済
度
の
た
め
に
清
浄
世
間
智
（
外
用
）
を
出
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
い
え
ば
、
法
然
の
説
く
「
三
身
即
一
」
は
仏
の
如
去
の
側
面
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
三

身
は
仏
の
内
な
る
悟
り
（
内
証
）
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
不
可
言
説
・
無
念
無
想
の
境

界
あ
り
、
凡
夫
に
と
っ
て
は
捉
え
よ
う
が
な
い
も
の
で
あ
っ
て
直
接
衆
生
と
関
わ
り
を
有
す
る
も
の

で
は
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
衆
生
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
可
言
説
で
あ
り
有
相

性
を
有
し
た
「
外
用
＝
如
来
」
の
側
面
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。（
た
だ
し
、『
逆
修
説
法
』

に
お
い
て
は
、
外
用
に
関
す
る
明
確
な
説
明
は
み
ら
れ
な
い（

（（
（

）

（
Ｃ
）
に
お
い
て
は
、三
身
そ
れ
ぞ
れ
に
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
身
論
は
、『
無

量
寿
経
釈
』
の
報
身
論
の
よ
う
に
「
法
蔵
比
丘
実
修
の
万
行
に
酬
い
て
、
実
証
の
万
徳
を
得
た
ま
へ

る
報
身
如
来
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
当
然
な
が
ら
阿
弥
陀
仏
も
含
ま
れ
る
が
、
個

別
的
な
阿
弥
陀
仏
論
で
は
な
く
一
般
的
な
三
身
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
法
身
と
報
身
の
関
係
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
法
身
（
無
相
甚
深
の
理
・
一
切
諸
法
畢
竟
空
寂
）
と
報
身
（
無
相
の
妙
理
を

解
り
知
る
智
慧
）
が
、
所
知
と
能
知
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
法
然
は
三
身
を
説
明
す

る
中
で
「
法
身
―
所
知
、報
身
―
能
知
）」
と
い
う
定
義
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
無
相
甚
深
の
理
・

一
切
諸
法
畢
竟
空
寂
（
所
知
）」
は
、
真
如
の
理
を
表
す
も
の
で
あ
り
、「
無
相
の
妙
理
を
解
り
知
る

智
慧
（
能
知
）」
と
い
う
の
は
理
智
不
二
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
の
説
明
は
、

所
知
―
法
身
―
無
相
甚
深
の
理
・
一
切
諸
法
畢
竟
空
寂

能
知
―
報
身
―
無
相
の
妙
理
を
解
り
知
る
智
慧

（
法
身
と
報
身
の
功
徳
は
、
法
界
に
周
遍
す
る
）

応
身
―
無
際
限
の
中
に
際
限
を
示
し
、
無
功
用
の
中
に
功
用
を
現
す

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
法
身
と
報
身
を
能
所
の
関
係
で
捉
え
る
も
の
は
、
智
顗
の
『
法

華
文
句
』
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
智
顗
が
釈
尊
を
説
明
し
て
い
る
の
に
対
し
、
法
然
は
一
般
的

な
仏
身
論
と
し
て
こ
れ
を
説
い
て
い
る（

（（
（

。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
真
如
法
身
を
解
り
知
る
智
慧
を
報
身
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
法
然
が
報
身
と
は
、
真
如
法
身
の
理
を
体
得
し
内
包
し
た
仏
身
と
捉
え
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
こ
で
の
説
明
は
、
報
身
を
「
無
相
の
妙
理
を
解
り
知
る
智
慧
」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、報
身
の
有
す
る
二
面
性（
如
去
＝
内
証
・
如
来
＝
外
用
）の
内
の
如
去（
内
証
）

を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
の
三
身
論
は
「
法
身
―
如
・
報
身
―
如
去
」
と
い

う
側
面
を
示
す
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
法
身
と
報
身
の
関
係
を
説
明
し
て
い
る
も
の
と

は
い
え
、
法
身
が
所
知
で
あ
り
報
身
が
能
知
で
あ
る
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
無
相
の
妙
理
を
解

り
知
る
側
（
報
身
）
が
主
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
真
如
法
身
を
悟
っ
た
の
が
報
身
で
あ
る

か
ら
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
「
従
因
向
果
」
と
し
て
の
報
身
で
あ
り
、
法
身
か
ら
等
流
し
た

報
身
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う（

（（
（

。

【『
選
択
集
』
第
三
章
の
説
示
】

『
選
択
集
』
第
三
章
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る（

（（
（

。

初
ニ

勝
劣
ト
ハ

者
念
佛
ハ

是
レ

勝
餘
行
ハ

是
レ

劣
ナ
リ

所
以
何
イ
カ
ン
ト
ナ
レ
バ

者
名
號
者
ハ

是
レ

萬
徳
之
所
レ

歸
也
然
レ
バ

則
チ

彌
陀
一
佛
ノ

所
有
ル

四
智
・
三
身
・
十
力
・
四
無
畏
等
ノ

一
切
内
證
功
徳
相
好
・
光
明
・

説
法
・
利
生
等
ノ

一
切
ノ

外
用
ノ

功
徳
皆
悉
ク

攝
二

在
阿
彌
陀
佛
ノ

名
號
之
中
ニ一

故
名
號
功
徳
最
モ

爲
レ
勝
也
餘
行
ハ

不
レ
然
各
守
ル二

一
隅（

（（
（

ヲ一
。

こ
こ
で
は
、
念
仏
―
勝
、
余
行
―
劣
と
い
う
こ
と
を
説
く
中
で
、
名
号
の
「
万
徳
所
帰
」
論
が
示

さ
れ
る
。
名
号
が
「
万
徳
所
帰
」
で
あ
り
「
勝
」
で
あ
る
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
選
択
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る（

（（
（

。
そ
の
意
味
で
い
う
な
ら
ば
、
名
号
の
功
徳

に
含
ま
れ
る
の
が
、
天
台
の
忍
空
の
説
く
「
万
法
の
弥
陀
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
万
法
す
べ
て
で
は

な
く
、
阿
弥
陀
一
仏
の
内
証
外
用
の
功
徳
と
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る（

（（
（

。「
万
法

の
弥
陀
」
と
は
端
的
に
い
え
ば
、
阿
弥
陀
仏
を
イ
コ
ー
ル
万
法
と
み
な
す
論
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
は

無
漏
性
や
清
浄
性
の
み
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
浄
と
穢
、
悟
と
迷
、
無
漏
と
有
漏
を
包
括
す

る
仏
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
一
切
が
阿
弥
陀
仏
に
含
ま
れ
る
と
い
う
論
理
は
、
極
楽
の

み
な
ら
ず
地
獄
ま
で
を
含
み
、
有
漏
無
漏
の
一
切
の
存
在
を
阿
弥
陀
仏
の
内
証
外
用
の
顕
現
と
す
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
法
然
の
説
く
阿
弥
陀
仏
は
有
相
性
を
有
し
な
が
ら
「
浄
・
悟
・
無
漏
」

の
境
界
に
存
在
す
る
仏
な
の
で
あ
っ
て
、「
穢
・
迷
・
有
漏
」
を
含
む
存
在
で
は
な
い
。「
浄
・
悟
・

無
漏
」
の
阿
弥
陀
仏
が
、「
穢
・
迷
・
有
漏
」
の
衆
生
を
救
済
す
る
の
で
あ
る
。「
阿
弥
陀
仏

4

4

4

4

の
あ
ら

ゆ
る
一
切
の
功
徳
」
と
「
あ
ら
ゆ
る
一
切
の
功
徳
」
で
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
確
認
せ
ね
ば
な
ら

な
い（

（（
（

。
『
選
択
集
』
の
内
証
外
用
論
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、

内
証
―
四
智
・
三
身
・
十
力
・
四
無
畏
等
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外
用
―
相
好
・
光
明
・
説
法
・
利
生
等

と
な
る
。『
逆
修
説
法
』
四
七
日
の
説
示
と
異
な
る
の
は
、「
ａ
．
阿
弥
陀
仏
に
限
定
さ
れ
た
論
理
で

あ
る
こ
と
。
ｂ
．
内
証
に
十
力
と
四
無
畏
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
ｃ
．
外
用
の
功
徳
と
し
て
相

好
・
光
明
・
説
法
・
利
生
が
具
体
的
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
『
選
択
集
』

の
内
証
外
用
論
は
、
専
ら
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
説
く
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
阿
弥

陀
仏
の
「
所
証
の
理
」
と
「
摂
化
利
生
の
用
」
を
説
明
し
、
そ
れ
が
名
号
に
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
法
然
は
「
四
智
・
三
身
・
十
力
・
四
無
畏
等
」
を
所
証
の
理
と
し
て
捉
え
、「
相

好
・
光
明
・
説
法
・
利
生
等
」
を
摂
化
利
生
の
用
と
し
て
い
る
。
内
証
（
証
果
）
は
、
諸
仏
平
等
で

あ
る
の
で
、
外
用
の
内
容
が
阿
弥
陀
仏
の
個
別
的
な
救
済
作
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
明
ら
か
な
よ

う
に
法
然
の
説
く
三
身
即
一
と
は
「
阿・・

・

・

・

弥
陀
仏

・・・





は
内
証
に
三
身
を
具
足
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
「
内
証
・
外
用
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
如
去
・
如
来
」
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

内
証
の
三
身
と
は
仏
の
如
去
の
側
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
法
然
は
、
三
身
を
相
即
的
に
一
体
な
る

も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
共
に
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
内
な
る
悟
り
な
の
で
あ
る
か
ら
、
三
身
は

あ
く
ま
で
も
証
果
で
あ
り
、
作
用
等
を
見
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
法
然
の
三
身
即
一
論

か
ら
は
「
法
身
の
弥
陀
・
報
身
の
弥
陀
・
応
身
の
弥
陀
」
と
い
う
論
理
は
、
見
出
せ
な
い
こ
と
を
表

し
て
い
る（

（（
（

。

こ
の
内
証
外
用
論
は
、
如
去
と
如
来
と
い
う
語
を
用
い
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味

が
よ
り
明
確
に
な
る
。
真
如
の
境
界
に
入
っ
た
（
内
証
）
阿
弥
陀
仏
は
、
四
十
八
願
成
就
に
よ
っ
て

真
如
の
境
界
か
ら
衆
生
済
度
（
外
用
）
へ
と
展
開
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
法
然

に
よ
れ
ば
、
内
証
は
諸
仏
平
等
で
あ
り
、
外
用
は
阿
弥
陀
仏
の
個
別
的
な
救
済
作
用
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
外
用
の
内
容
を
阿
弥
陀
仏
に
即
し
て
い
え
ば
、「
相
好
―
三
十
二
相
・
八
十
隨
形
好
」「
光
明

―
光
明
遍
照
・
光
明
摂
取
」「
説
法
―
今
現
在
説
法
」「
利
生
―
本
願
力
・
光
明
摂
取
・
来
迎
引
接
」

を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
法
然
は
名
号
の
万
徳
所
帰
を
説
き
、
阿
弥
陀
仏
の
内
証
外
用
の

功
徳
が
摂
在
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
四
十
八
願
成
就
に
よ
っ
て
外
用
が
出
さ
れ
る
故
に
実
現

し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
外
用
が
あ
る
か
ら
こ
そ
内
証
の
功
徳
が
名
号
に
含
ま
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
万
徳
所
帰
論
は
正
し
く
阿
弥
陀
仏
の
如
去
か
ら
如
来

へ
の
展
開
に
よ
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

【
お
わ
り
に
】

法
然
の
教
義
書
の
成
立
は
『
三
部
経
釈
』
→
『
逆
修
説
法
』
→
『
選
択
集
』
と
さ
れ
て
い
る
。
今
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
整
理
す
る
な
ら
ば
、
法
然
の
仏
身
論
の
順
序
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
『
無
量
寿
経
釈
』
―
報
身
論

②
『
逆
修
説
法
』
一
七
日
―
真
化
二
身
論

③
『
逆
修
説
法
』
四
七
日
―
（
１
）
仏
の
内
証
外
用
論
及
び
内
証
の
三
身

（
２
）
三
身
論
（
法
身
―
所
知
・
報
身
―
能
知
）

④
『
選
択
集
』
第
三
章
―
阿
弥
陀
仏
の
内
証
外
用
論

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
①
は
、
通
常
の
三
身
論
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
が
報
身
で
あ
る
こ
と

を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
②
は
阿
弥
陀
仏
の
特
徴
を
所
依
の
経
典
に
基
づ
い
て
説
明

す
る
も
の
で
あ
る
。
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
真
化
二
身
論
は
、
阿
弥
陀
仏
の
個
別
的
な

性
格
や
救
済
作
用
を
説
明
す
る
阿
弥
陀
仏
独
自
の
実
践
的
な
論
で
あ
る（

（（
（

。
そ
こ
で
は
、
本
願
成
就
・

光
明
摂
取
・
来
迎
引
接
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
有
す
る
特
徴
が
説
か
れ
て
お
り
、
報
身
論
か
ら
真
化
二

身
論
へ
の
展
開
は
、
一
般
的
な
仏
身
論
よ
り
阿
弥
陀
仏
独
自
の
論
理
へ
の
展
開
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
①
か
ら
②
へ
の
展
開
は
、
阿
弥
陀
仏
の
救
済
者
と
し
て
の
姿
を
よ
り
具
体
的
か
つ
実
践
的
に
説

く
も
の
へ
の
移
行
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

③
の
三
身
論
は
（
１
）
と
（
２
）
に
分
類
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
ず
③
―
（
１
）
は
、
三

身
即
一
が
仏
の
内
証
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
法
然
は
、
三
身
即
一
を
あ
く
ま
で
も
相
即
的
か

つ
一
体
的
に
捉
え
、
内
証
の
功
徳
と
し
て
い
る
。
法
然
は
、
諸
仏
は
平
等
に
三
身
を
内
証
に
具
足
し

て
い
る
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
③
―
（
２
）
は
、
三
身
別
体
論
で
あ
り
、「
法
身
―
如
・
報
身

―
如
去
」
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

③
か
ら
④
へ
の
移
行
は
、
諸
仏
に
共
通
す
る
「
内
証
外
用
」
論
か
ら
阿
弥
陀
仏
を
説
明
す
る
た
め

の
「
内
証
外
用
」
論
へ
の
展
開
で
あ
る
。『
逆
修
説
法
』
の
段
階
で
は
「
内
証
―
四
智
・
三
身
」
と

さ
れ
外
用
に
関
す
る
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
選
択
集
』
に
お
い
て
は
「
内
証
―
四
智
・
三
身
・

十
力
・
四
無
畏
等
」「
外
用
―
相
好
・
光
明
・
説
法
・
利
生
等
」
と
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
外

用
の
功
徳
は
、阿
弥
陀
仏
の「
相
好
―
三
十
二
相
八
十
隨
形
好
」「
光
明
―
光
明
遍
照
・
光
明
摂
取
」「
説

法
―
今
現
在
説
法
（
現
在
仏
）」「
利
生
―
本
願
力
・
光
明
摂
取
・
来
迎
引
接
」
を
意
味
す
る
も
の
と

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
よ
そ
仏
で
あ
る
限
り
、
真
如
法
身
（
理
）
と
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
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七

そ
の
真
如
法
身
と
の
関
係
が
ど
う
認
識
さ
れ
説
明
さ
れ
て
い
る
の
か
が
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
法

然
は
『
無
量
寿
経
』
に
基
づ
き
阿
弥
陀
仏
の
出
現
を
「
法
蔵
比
丘
→
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
流
れ
で
捉

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
阿
弥
陀
仏
が
真
如
法
身
を
体
得
し
た
こ
と
を
「
内
証
」
と
い
う
語
で
表
現
す

る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
仏
の
「
如
去
」
の
側
面
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
真
如
法
身
を
体
得
し
た
阿
弥

陀
仏
が
指
方
立
相
の
浄
土
を
構
え
、
有
相
で
あ
り
人
格
性
を
有
し
た
救
済
者
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
が
「
如
来
」
の
側
面
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
有
相
性
・
人
格
性
を
表
す
の
が
外
用
の
「
相
好
・

光
明
・
説
法
・
利
生
等
」
で
あ
る
。
た
だ
し
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
法
然
の
論
は
真
如
法
身

か
ら
阿
弥
陀
仏
が
等
流
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
「
法

蔵
比
丘
→
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
成
仏
の
過
程
（
従
因
向
果
）
に
お
い
て
、
内
証
か
ら
外
用
へ
と
い
う

展
開
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
真
如
法
身
を
悟
っ
た
阿
弥
陀
仏
は
不
可
言
説
、
無
念
無
想

の
境
界
を
体
得
し
得
な
い
凡
夫
の
た
め
に
四
十
八
願
を
成
就
し
救
済
の
た
め
に
外
用
を
出
す
の
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
内
証
と
外
用
の
関
係
は
、
仏
の
体
得
し
た
智
慧
（
無
分
別
智
・
勝
義
諦
）
と
衆
生

済
度
の
慈
悲
（
清
浄
世
間
智
・
世
俗
諦
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
法
然
に
お
い
て
は
無
相
か
ら
有

相
（
荘
厳
）
へ
の
展
開
は
、
阿
弥
陀
仏
の
内
証
と
外
用
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
無

念
無
想
の
真
如
法
身
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
真
如
法
身
の
境
界
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
凡
夫

の
た
め
に
、
阿
弥
陀
仏
は
指
方
立
相
の
浄
土
を
建
立
し
、
人
格
的
な
対
応
を
な
す
仏
と
な
る
こ
と
を

選
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

法
然
が
『
選
択
集
』
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
の
仏
格
を
仏
身
論
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
な
い
の
は
、

本
願
を
成
就
し
た
阿
弥
陀
仏
が
念
仏
衆
生
を
光
明
摂
取
し
来
迎
引
接
す
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
重
要

な
の
で
あ
っ
て
、
仏
身
論
に
よ
っ
て
改
め
て
阿
弥
陀
仏
を
説
明
す
る
必
要
性
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と

い
え
る
だ
ろ
う
。『
選
択
集
』
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
内
証
外
用
論
の
み
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に

お
い
て
、
法
然
の
阿
弥
陀
仏
観
を
考
え
る
際
に
内
証
外
用
論
は
重
要
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。「
内
証
・

外
用
」
は
、「
如
去
・
如
来
」
と
い
う
語
と
同
義
で
あ
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
考
え
る
時
に
そ
の
意

義
は
よ
り
明
確
な
も
の
と
な
る
。
要
は
、
報
身
の
阿
弥
陀
仏
の
有
す
る
二
つ
の
側
面
を
示
す
の
が
内

証
・
外
用
論
で
あ
る
。
法
然
が
、
内
証
の
功
徳
に
つ
い
て
は
「
四
智
・
三
身
・
十
力
・
四
無
畏
等
」

と
説
き
、「
三
身
具
足
（
三
身
即
一
）
を
内
証
の
功
徳
と
解
し
、
そ
れ
以
上
の
説
明
を
加
え
て
い
な

い
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
具
足
す
る
三
身
に
直
接
的
な
救
済
作
用
を
見
出
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

あ
く
ま
で
も
三
身
は
真
如
法
身
の
体
得
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
内
証
が
外
用
に
展
開
す

る
こ
と
が
、
悟
っ
た
仏
（
如
去
）
か
ら
救
済
者
（
如
来
）
へ
の
展
開
な
の
で
あ
る
。

名
号
の
万
徳
所
帰
論
は
、
内
証
外
用
論
を
背
景
に
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
念
仏
衆
生
の

救
済
は
、
如
去
か
ら
如
来
へ
の
展
開
に
よ
っ
て
の
み
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

称
え
る
念
仏
の
中
に
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
な
る
内
証
外
用
の
功
徳
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
法
然
に

と
っ
て
は
、
阿
弥
陀
仏
が
内
証
（
如
去
）
に
留
ま
ら
ず
外
用
（
如
来
）
に
展
開
し
た
こ
と
が
重
要
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
し
た
本
願
成
就
・
光
明
摂
取
・
来
迎
引
接
と
い
う
作
用
を
有

し
た
救
済
者
阿
弥
陀
仏
の
姿
こ
そ
が
、
法
然
の
阿
弥
陀
仏
観
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

註
（1）
拙
稿
「
法
然
上
人
の
阿
弥
陀
仏
論
」（
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
16
号
）、「
法
然
上
人
に
お

け
る
内
証
・
外
用
①
―
―
特
に
内
証
の
四
智
三
身
に
つ
い
て
―
―
」（『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』

第
２
号
）、「
法
然
上
人
に
お
け
る
内
証
・
外
用
②
―
―
特
に
内
証
外
用
の
思
想
的
背
景
に
つ
い

て
―
―
」（『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
３
号
」、「
法
然
上
人
に
お
け
る
内
証
・
外
用
に
つ
い
て
」

（
印
度
学
佛
教
學
研
究
44
巻
２
号
）、「
法
然
上
人
に
お
け
る
仏
身
論
の
受
容
と
展
開
」（
宮
林
昭

彦
教
授
古
希
記
念
論
文
集
『
仏
教
思
想
の
受
容
と
展
開
』）、「
法
然
上
人
の
三
身
同
体
論
と
三

身
別
体
論
」（
高
橋
弘
次
先
生
古
稀
記
念
論
集
『
浄
土
学
佛
教
学
論
叢
』）、「
法
然
上
人
に
お
け

る
内
証
・
外
用
③
―
―
内
証
・
外
用
論
の
論
理
展
開
に
つ
い
て
―
―
」（
丸
山
博
正
教
授
古
稀

記
念
論
集
『
浄
土
教
の
思
想
と
歴
史
』）、「
逆
修
説
法
四
七
日
の
三
身
論
に
つ
い
て
の
再
検
討
」

（『
大
正
大
学
紀
要
』
九
六
輯
）
な
ど
。
な
お
、『
逆
修
説
法
』
四
七
日
の
三
身
論
に
つ
い
て
は
、

筆
者
自
身
当
初
の
理
解
と
現
在
で
は
異
な
っ
て
お
り
「
逆
修
説
法
四
七
日
の
三
身
論
に
つ
い
て

の
再
検
討
」
に
お
い
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（2）
石
井
教
道
著
『
浄
土
の
教
義
と
其
教
団
』
一
六
五
頁
。
た
だ
し
、
曽
和
義
宏
氏
が
（「
法
然
上

人
の
阿
弥
陀
仏
論
―
―
そ
の
説
示
に
注
目
し
て
―
―
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
三
十
七
号
）
に

お
い
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
呼
称
や
定
義
に
つ
い
て
は
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
法
然
の
場
合
三
身
即
一
は
内
証
の
功
徳
だ
か
ら
で
あ
る
。

（3）
前
出
拙
稿
「
逆
修
説
法
四
七
日
の
三
身
論
に
つ
い
て
の
再
検
討
」

（4）
曽
和
義
宏
氏
稿
「
法
然
上
人
の
阿
弥
陀
仏
論
―
―
そ
の
説
示
に
注
目
し
て
―
―
」（『
浄
土
宗
学

研
究
』
第
三
十
七
号
）
五
五
頁
。

（5）
山
口
益
氏
稿
「「
如
来
」
に
つ
い
て
―
―
特
に
報
身
の
意
味
に
関
し
て
―
―
」（『
教
化
研
究
』

七
二
号
）
三
頁
。

（6）
「
同
右
」
四
頁
。

（7）
「
同
右
」
七
頁
。
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（8）
『
大
正
』
二
五
巻
七
一
頁
の
ｂ
。

（9）
『
大
正
』
三
四
巻
一
二
七
頁
の
ｃ
～
一
二
八
頁
の
ａ
。

（10）
本
論
で
は
、「
理
智
不
二
」
は
、
理
体
と
智
が
一
体
化
し
た
仏
智
の
境
界
の
意
で
用
い
る
。

（11）
『
昭
法
全
』
二
六
九
頁
。

（12）
『
昭
法
全
』
二
七
一
～
二
七
二
頁
。

（13）
『
昭
法
全
』
二
六
九
頁
。

（14）
『
浄
全
』
一
巻
の
六
七
六
頁
の
ａ
～
ｂ

（15）
『
浄
全
』
二
巻
一
〇
頁
の
ｂ

（16）
『
昭
法
全
』
七
八
～
七
九
頁
。
ち
な
み
に
『
無
量
寿
経
釈
』
に
は
、

四
智
円
明
之
春
苑　
　

三
十
二
相
之
華
鮮
發

三
身
即
一
之
秋
空　
　

八
十
種
好
之
月
清
澄

と
あ
る
。（『
昭
法
全
』七
六
頁
）こ
こ
で
は
内
証
外
用
の
語
は
な
い
が『
逆
修
説
法
』や『
選
択
集
』

で
説
か
れ
る
内
容
が
対
句
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
「
法
然
上
人
に
お
け
る
内
証
・
外
用

②
―
特
に
内
証
外
用
の
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
―
」（『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
３
号
」
四
一

頁
参
照
。

（17）
『
昭
法
全
』
二
三
三
～
二
三
四
頁
。

（18）
『
昭
法
全
』
二
三
四
頁
。

（19）
『
昭
法
全
』
二
五
五
頁
。

（20）
拙
稿
「『
逆
修
説
法
』
四
七
日
の
三
身
論
の
再
検
討
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
九
六
輯
）
参
照
。

（21）
拙
稿
「
法
然
上
人
に
お
け
る
内
証
・
外
用
②
―
―
特
に
内
証
外
用
の
思
想
背
景
に
つ
い
て
―
―
」

（『
佛
教
文
化
学
会
紀
要
』
第
三
号
）
参
照
。

（22）
拙
稿
「
法
然
上
人
に
お
け
る
内
証
・
外
用
①
―
―
特
に
内
証
の
四
智
三
身
に
つ
い
て
―
―
」（『
佛

教
文
化
学
会
紀
要
』
第
２
号
）
参
照
。

（23）
『
逆
修
説
法
』
四
七
日
に
は
「
阿
弥
陀
如
来
の
別
徳
と
は
…
…
」（『
昭
法
全
』
二
五
六
頁
）
と

い
っ
て
白
毫
相
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
外
用
の
語
は
な
い
。

（24）
『
法
華
文
句
』
第
九
の
下
に
は
、

此
品
詮
量
通
明
三
身
。
若
從
別
意
正
在
報
身
。
何
以
故
義
便
文
會
。
義
便
者
。
報
身
智
慧
上

冥
下
契
。
三
身
宛
足
故
言
義
便
。
文
會
者
。
我
成
佛
已
來
甚
大
久
遠
。
故
能
三
世
利
益
衆
生
。

所
成
即
法
身
。
能
成
即
報
身
。
法
報
合
故
能
益
物
故
言
文
會
。
以
此
推
之
正
意
是
論
報
身
佛

功
徳
也
。
復
次
如
是
三
身
種
種
功
徳
。
悉
是
本
時
道
場
樹
下
先
久
成
就
。
名
之
爲
本
。
中
間

今
日
寂
滅
道
場
所
成
就
者
。
名
之
爲
迹
。
諸
經
所
説
本
迹
者
。
即
寂
滅
道
場
所
成
法
報
爲
本
。

從
本
所
起
勝
劣
兩
應
爲
迹
。
今
經
所
明
取
寂
場
及
中
間
所
成
三
身
。
皆
名
爲
迹
。
取
本
昔
道

場
所
得
三
身
。
名
之
爲
本
。
故
與
諸
經
爲
異
也
。
非
本
無
以
垂
迹
。
非
迹
無
以
顯
本
。
本
迹

雖
殊
不
思
議
一
也
（『
大
正
』
三
四
巻
・
一
二
九
頁
の
ａ
）

と
説
か
れ
、「
法
身
―
所
成
、
能
成
―
報
身
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（25）
こ
の
点
に
お
い
て
、
法
然
と
親
鸞
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
親
鸞
は
『
唯
心
鈔
文
意
』
に
お

い
て
、

法
身
は
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
こ
ゝ
ろ
も
お
よ
ば
ず
こ
と
ば
も

た
へ
た
り
。
こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
方
便
法
身
と
ま
ふ
す
御
す
が
た
を
し

め
し
て
、
法
蔵
比
丘
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
不
可
思
議
の
大
誓
願
を
お
こ
し
て
あ
ら
わ
れ
た

ま
ふ
御
か
た
ち
お
ば
、世
親
菩
薩
は
盡
十
方
无
㝵
光
如
来
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。

こ
の
如
來
を
報
身
と
ま
ふ
す
、
誓
願
の
業
因
に
む
く
ひ
た
ま
へ
る
ゆ
へ
に
報
身
如
来
と
ま
ふ

す
な
り
。（『
親
鸞
聖
人
全
集
』
第
三
巻
・
一
七
一
頁
。）

と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
真
如
法
身
が
法
蔵
比
丘
を
現
し
報
身
の
阿
弥
陀
仏
と
な
っ
た
と

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
親
鸞
は
「
法
身
→
法
蔵
比
丘
→
報
身
の
阿
弥
陀
仏
」
と
解
釈
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
法
然
は
、
報
身
の
出
発
点
に
真
如
法
身
を
想
定
し
て
い
な
い
。
あ

く
ま
で
も
、
仏
が
真
如
法
身
を
悟
る
智
慧
を
報
身
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（26）
ち
な
み
に
『
往
生
浄
土
用
心
』
に
は
、

弥
陀
如
来
こ
の
事
を
悲
し
み
思
し
て
、
法
蔵
菩
薩
と
申
し
し
古
、
我
等
が
行
じ
難
き
僧
祇
の

苦
行
を
兆
載
永
劫
が
間
、
功
を
積
み
徳
を
累
ね
て
阿
弥
陀
仏
に
成
り
た
ま
え
り
。
一
仏
に
具

へ
た
ま
え
る
四
智
三
身
十
力
無
畏
等
の
一
切
の
内
証
の
功
徳
、
相
好
光
明
説
法
利
生
等
の
外

用
の
功
徳
、
様
様
な
る
を
、
三
字
の
名
字
の
中
に
摂
め
入
れ
て
、
こ
の
名
号
を
十
声
一
声
ま

で
も
称
え
ん
者
を
必
ず
迎
え
ん
、
も
し
迎
え
ず
ば
我
仏
に
成
ら
じ
と
誓
い
た
ま
え
る
に
、
か

の
仏
今
現
に
世
に
在
し
て
仏
に
成
り
た
ま
え
り
。（『
聖
典
』
四
巻
・
五
四
八
頁
）
と
あ
る
。

（27）
『
聖
典
』
三
巻
・
二
四
頁

（28）
林
田
康
順
氏
稿
「
法
然
上
人
「
選
択
思
想
」
と
「
勝
劣
難
易
二
義
」
の
位
置
」（『
佛
教
論
叢
』

三
四
号
）
参
照
。

（29）
拙
稿
「
阿
弥
陀
仏
の
説
示
を
め
ぐ
っ
て
―
―
特
に
「
万
法
の
弥
陀
」
に
つ
い
て
」（
金
子
寛
哉

先
生
頌
寿
記
念
論
文
集
『
中
国
浄
土
教
と
そ
の
展
開
』
所
収
）
参
照
。

（30）
拙
稿
「
法
然
上
人
の
万
徳
所
帰
論
に
つ
い
て
」（『
佛
教
論
叢
』
五
四
号
所
収
）
参
照
。
末
木
文

八
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美
士
氏
は
阿
弥
陀
三
諦
説
と
の
比
較
で
こ
の
問
題
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
鎌
倉
仏
教
展
開
論
』

一
四
四
頁
参
照
。

（31）
単
に
「
阿
弥
陀
仏
は
三
身
即
一
で
あ
る
」
と
い
っ
た
場
合
は
「
法
身
の
弥
陀
・
報
身
の
弥
陀
・

応
身
の
弥
陀
」
と
い
う
論
理
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
法
然
の
場
合
は
「
阿
弥
陀
仏
は

内
証
4

4

に
三
身
を
具
足
す
る
」
で
あ
る
。

（32）
高
橋
弘
次
著
『
解
版
増
補
法
然
浄
土
教
の
諸
問
題
』
一
一
二
～
一
一
六
頁
参
照
。

九




